
「ブランド化事業」について

防府市産の農産物の認知度向上や付加価値を高め、市内外へ向けての販売拡大及び需要拡大を促進する
ことにより、生産者の収益向上、産地の拡大及び担い手の確保につなげるため、地産地消の取組に加え、今年
度から「おいしい防府農産物ブランド化事業」を実施しています。

生産者、ＪＡ、山口県農林水産事務所と連携し、「春菊・小松菜・ほうれん草」を重点品目として、ブランド力の
向上及びブランド認知度の向上に資する取組を実施。
特に、青果物では本県初のＪＧＡＰ団体認証を取得した、ＪＡ山口県ほうふ野菜部会が生産する「小松菜」を重

点的にＰＲすることで、安全・安心に生産された農産物として、防府市の農産物のイメージ向上を図る。

実施内容

小松菜のJGAP団体認証取得に合わせたPR活動

・市長へのJGAP取得報告

・パッケージデザインの作成

・ユアーズバリュー、アルク等の市内スーパーへ電子ポップ（PR動画）の設置・放送

・市内スーパーでの県産農林水産物サポーターによる試食販売

・産地見学会の開催

・学校給食「防府市農産物の日」の実施

（資料８）

１



令和元年８月６日（火）JGAP認証の取得を報告を受けました。

テレビ局４社、新聞社４社の取材を受け、市内外へ報道されるなど、防府市産農産物の安全・安心の
取組を伝えることができました。

「ブランド化事業」について 【市長報告】

JGAP認証マークや
ぶっちーをイラス
トした新デザイン
のパッケージ
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ＪＧＡＰの団体認証を取得した防府市産「小松菜」を消費者の方に広く知ってもらうため、防府市内の販売協力
店（ユアーズバリュー、アルク）で試食販売を実施しました。
また、スーパーの店頭に、ＪＧＡＰの取組を紹介した電子ＰＯＰ（PR動画）の設置も合わせて行いました。

「ブランド化事業」について 【試食販売・電子POPの放送】

３



防府市内の小学校（野島小学校を除く）給食において、防府市産の農産物を子どもたちに食べてもら
うことで、安全で安心な地元の農産物や農業に対する理解を深めることを目的とする「防府市産農産物
の日（１１月１１日（月）～１５日（金）のうちの一日）」を設定してもらい、防府市産の小松菜を使
った給食を実施しました。
また、学校給食に先立って、学校給食の献立を作成する防府市内の小・中学校栄養教諭等を対象とし

た防府市産「小松菜」の産地見学会を８月２７日（火）に開催し、小松菜を栽培している圃場（ハウ
ス）の見学や、生産者と参加者の意見交換及び試食会を行いを行いました。

ブランド化事業について 【学校給食・産地見学会】

徹底した生
産工程管理
を行ってい
ます。

安心して子供
たちに提供で
きますね。生
産者の方々の
ご苦労を児童
へも知らせた
いです。

４

《防府市産農産物の日》

日 時 令和元年１１月１１日（月）～１５日（金）

実施校 防府市内小学校（野島小学校を除く）

内 容

・上記期間中に市内各小学校で１日程度、防
府市産の小松菜を使った献立を実施

・防府市産農産物を紹介したクリアファイル
を全小学校児童に配付


